
二
点

三
点

四
点

五
点

六
点

《

互
選
句
》

〈

紙
上
選
句
〉

〈

投
句
〉

〈

出
席
者
〉

〈

選
者
〉

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

生
き
生
き
と
キ
タ
サ
ン
ブ
ラ
ッ

ク
北
の
春

生
き
て
ゐ
る
こ
と
を
悦
ぶ
猫
の
恋

残
雪
を
蹴
散
ら
し
歩
む
孫
を
連
れ

陰
雪
を
漸
く
に
消
す
陽
や
嬉
し

日
の
丸
弁
当
残
さ
ず
に
食
む
建
国
日

神
鼓
鳴
る
海
の
回
廊
淑
気
満
つ
（

宮
島
）

寒
禽
の
鋭
声
禅
定
解
く
と
き

瀬
戸
の
島
か
が
や
く
春
の
影
を
曳
き

今
度
こ
そ
本
の
形
に
二
月
尽

冬
ざ
れ
て
都
電
線
路
の
堅
き
音

豆
食
へ
ば
妻
の
手
も
伸
び
追
儺
の
日

玉
三
郎
の
お
軽
切
な
く
春
歌
舞
伎

快
癒
祈
（

ね
）

ぐ
立
春
茜
の
筑
波
山
（

つ
く
ば
）

か
な

春
の
月
黒
髪
唄
ふ
淀
屋
橋

低
き
軒
連
ね
し
路
地
や
干
鰈

豆
を
撒
く
百
寿
摺
り
足
福
は
内

春
立
つ
や
ほ
ど
よ
く
出
来
し
茹
で
卵

手
術
す
る
も
せ
ぬ
も
リ
ス
ク
や
冴
返
る

畝
深
き
丘
の
畑
や
犬
ふ
ぐ
り

四
つ
隅
を
と
こ
と
ん
磨
く
春
の
窓

ふ
ら
こ
こ
を
漕
ぐ
た
び
空
の
入
れ
替
は
る

水
音
の
空
へ
抜
け
ゆ
く
春
の
野
辺

春
立
つ
や
新
刊
抱
え
神
保
町

流
木
の
オ
ブ
ジ
ェ

河
原
に
寒
月
光

冬
ざ
れ
て
訃
報
メ
ー

ル
の
余
白
か
な

漁
火
の
消
え
て
岬
の
春
の
星

さ
へ
ず
り
や
山
懐
の
禁
猟
区

寒
空
に
吟
を
ぶ
つ
け
て
我
一
人

　
（

天
…
「

添
へ
て
」
→
「

添
ふ
る
」
）

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー

病
院
食
に
チ
ェ

コ
添
へ
て

　
（

湘
紅
会
万
歩
会
）

菜
の
花
の
群
の
彼
方
に
伊
豆
の
海

代
筆
で
届
く
書
状
や
冴
返
る

七
段
が
一
段
に
な
り
夫
婦
雛

降
り
し
き
る
雪
や
じ
ょ

ん
が
ら
聴
い
て
み
る

死
ぬ
は
ず
の
な
い
奴
が
逝
き
春
寒
し

水
仙
の
囲
む
日
溜
り
す
べ
り
台

わ
ろ
て
ん
か
雪
国
育
ち
又
転
び

仝
盛
雄

天
牛

亜
也

仝 昇
一
灯

ゆ
た
か

五
郎
太

彦
十

仝
忠
彦

紀
久
男

け
い
子

ゆ
た
か

堂
哉

恵
洲

健
介

仝
弘
子

仝
孤
舟

仝
一
灯

彦
十

仝
孤
舟

猛
紀
久
男

そ
ら
お

孤
舟

け
い
子

啓
子

恵
洲

弘
子

紀
久
男

（

紀
・
猛
）

（

孤
・
五
）

（

紀
・
く
）

（

紀
・
Ｍ
）

（

堅
・
天
）

（

紀
・
孤
）

（

弘
・
ゆ
）

（

猛
・
Ｍ
）

（

紀
・
孤
）

（

弘
・
く
）

（

紀
・
猛
）

（

紀
・
孤
）

（

五
・
ゆ
）

（

紀
・
忠
・
三
）

（

孤
・
く
・
天
）

（

猛
・
ゆ
・
三
）

（

眞
・
孤
・
Ｍ
）

（

紀
・
く
・
天
）

（

眞
・
ゆ
・
正
）

（

孤
・
正
・
三
）

（

五
・
弘
・
千
）

（

堅
・
五
・
ゆ
）

（

五
・
龍
・
ゆ
・
く
）

（

猛
・
弘
・
ゆ
・
允
）

（

眞
・
紀
・
忠
・
龍
）

（

堅
・
ゆ
・
允
・
正
）

（

眞
・
五
・
天
・
三
）

（

堅
・
紀
・
弘
・
龍
）

（

眞
・
忠
・
弘
・
天
）

（

弘
・
千
・
ゆ
・
Ｍ
）

（

忠
・
龍
・
允
・
正
・
天
）

（

紀
・
忠
・
孤
・
弘
・
千
・
ゆ
）

（

紀
・
孤
・
千
・
龍
・
正
・
く
）

（

紀
・
猛
・
孤
・
弘
・
允
・
天
）

（

眞
・
紀
・
猛
・
忠
・
孤
・
Ｍ
）

（

猛
・
忠
・
龍
・
ゆ
・
天
・
三
）

 
 
 
 
 
 
第
三
百
八
十
二
回
　
青
葉
会

大
林
猛
　
柿
﨑
忠
彦
 
　
川
口
孤
舟
　
久
米
五
郎
太
　
小
西
弘
子
　
豊
田
ゆ
た
か
　
山
内
天
牛

　

　
　
　
平
成
三
十
年
二
月
二
十
二
日
（

木
）

午
后
五
時
半
～

九
時
 
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー

川
口
孤
舟

伊
賀
山
そ
ら
お
　
今
井
紀
久
男
　
楠
田
彦
十
　
小
早
健
介
　
朱
牟
田
恵
洲
　
土
谷
堂
哉
　
中
野
一
灯

赤
田
堅
　
安
部
眞
希
子
　
今
井
紀
久
男
　
在
間
千
恵
 
庄
司
龍
平
　
早
川
允
章
　
福
島
正
明

古
田
昇
　
星
田
啓
子
　
宮
内
規
雄
　
山
崎
亜
也
　
山
田
け
い
子
　
渡
邊
盛
雄

Ｍ
・
Ｓ
氏
 
村
田
く
に
子
　
山
本
三
重



一
点

<

頂
戴
し
ま
し
た
年
賀
状
よ
り

>

 

❀

 

 

 

❀

 

 

 

❀

四
月
二
十
六
日
（

木
）

　
仝

当
季
雑
詠
各
自
五
句
　
投
句
は
二
句

　
（

両
花
道
に
幹
部
・
花
形
勢
揃
い
で
祝
う
）

襲
名
披
露
き
ら
星
役
者
の
二
月
か
な

粕
汁
は
函
館
育
ち
の
義
母
の
味

凍
空
に
皆
既
月
食
赤
黒
し

若
夫
婦
買
う
壷
焼
き
は
南
仏
風

二
ン
月
の
風
に
吹
か
れ
て
退
院
す

背
を
丸
め
熱
き
ジ
ャ

ズ
聴
く
冬
籠
り

や
れ
愉
し
霜
の
柱
を
踏
む
朝
（

あ
し
た
）

峡
晴
れ
て
雪
解
の
瀬
音
い
や
増
せ
り

春
一
番
鳥
語
を
解
す
人
も
居
て

浅
春
や
花
屋
の
中
を
の
ぞ
き
込
み

今
月
も
ま
た
偲
ぶ
会
早
春
賦

　
（

二
月
歌
舞
伎
座
・
夜
の
部
）

両
陛
下
観
る
襲
名
の
春
歌
舞
伎

冬
空
に
千
切
れ
た
ゆ
た
ふ
茜
雲

春
菊
の
香
り
と
青
さ
鍋
に
満
つ

休
刊
日
手
持
無
沙
汰
の
冬
の
朝

豆
撒
や
細
々
続
く
我
家
で
も

古
び
た
る
社
を
飾
り
梅
一
樹

仝 仝
天
牛

亜
也

規
雄

仝
啓
子

一
灯

健
介

仝
五
郎
太

忠
彦

仝 仝 仝 猛
そ
ら
お

（

紀
）

（

紀
）

（

忠
）

（

正
）

（

允
）

（

紀
）

（

三
）

（

允
）

（

五
）

（

千
）

（

紀
）

（

紀
）

（

Ｍ
）

（

堅
）

（

千
）

（

堅
）

（

五
）

三
月
二
十
二
日
（

木
）

午
后
五
時
半
～

八
時
半
　
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
　
文
責
　
紀
久
男

　
　
　
●
次
回
青
葉
会

金
色
に
帯
し
て
セ
ー

ヌ
河
初
茜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弘
子

八
十
八
仕
事
始
め
の
句
に
悩
み
　
　
　
　
　
　
　
　
横
山
義
雄

駅
急
ぐ
黒
き
隊
列
息
白
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
滋

一
剣
の
刃
文
の
乱
れ
淑
気
満
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
谷
國
男

恭
順
の
犬
は
腹
見
せ
御
慶
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
新
居
　
齋

佳
き
年
の
始
ま
ら
む
と
す
初
明
か
り
　
　
　
　
　
　
長
谷
見
敏

雪
叩
く
片
付
け
過
ぎ
の
書
斎
窓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

孫
受
験
絵
馬
柄
選
び
ス
マ
ホ
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
平

揚
れ
あ
が
れ
富
士
よ
り
高
く
凧
（

い
か
の
ぼ
り
）

　
　
　
　
　
　

允
章



三 二 一
二
十
の
テ
レ
ビ
に
ス
タ
ー

ト
ダ
ッ

シ
ュ

の
黒
人
ば
か
り

人
体
冷
え
て
東
北
白
い
花
盛
り

銀
行
員
ら
朝
よ
り
蛍
火
す
烏
賊
の
ご
と
く

湾
曲
し
火
傷
し
爆
心
地
の
マ
ラ
ソ
ン

曼
珠
沙
華
ど
れ
も
腹
出
し
秩
父
の
子

水
脈
の
果
て
炎
天
の
墓
碑
を
置
き
て
去
る

 

✿

 

 

　

✿

 

 

　

✿

繊
月
の
梢
に
か
か
り
て
冴
返
る
　
　
　
　
　
　
仝

ふ
ん
は
り
と
雲
を
遊
ば
せ
春
立
ち
ぬ
　
　
　
　
仝

魚
は
氷
に
鳶
は
大
き
な
輪
を
描
き
　
　
　
　
　
允
章

延
々
と
続
く
調
弦
春
の
宵
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

騒
ぎ
立
つ
生
贄
の
海
や
春
闌
る
　
　
　
　
　
　
仝

跳
ね
橋
を
上
げ
さ
せ
春
の
船
通
る
　
　
　
　
　
正
明

　
　
|
き
さ
ら
ぎ
句
会
２
月

春
旅
や
司
馬
遼
語
る
菜
の
花
忌
　
　
　
　
　
　
　
仝

春
一
番
法
事
最
中
の
寺
揺
ら
す
　
　
　
　
　
　
紀
久
男

引
籠
り
へ
手
差
し
伸
べ
ん
春
一
番
　
　
　
　
　
　
仝

春
一
番
鳥
語
の
解
る
人
の
ゐ
て
　
　
　
　
　
　
　
健
介

春
愁
や
道
頓
堀
に
華
語
あ
ふ
れ
　
　
　
　
　
　
　
仝

粛
々
と
師
を
迎
え
る
日
梅
咲
け
り
　
　
　
　
　
　
盛
雄

　
　
|
「

森
の
座
」

三
月
号

年
越
せ
る
そ
れ
が
佳
き
こ
と
こ
の
年
の
　
　
　
　
仝

な
ま
こ
食
ふ
頭
尾
不
明
の
不
埒
さ
を
　
　
　
　
　
仝

自
販
機
の
つ
り
銭
五
円
悴
む
手
　
　
　
　
　
　
　
仝

断
捨
離
や
妻
の
眸
に
深
冬
色
　
　
　
　
　
　
　
　
青
史

十
二
月
猫
に
は
布
の
猫
の
家
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

お
豆
腐
束
葱
三
歩
の
間
や
商
店
街
　
　
　
　
　
　
仝

逆
上
り
今
日
も
こ
こ
ま
で
冬
す
み
れ
　
　
　
　
　
仝

打
出
し
の
太
鼓
背
に
酉
の
市
　
　
　
　
　
　
　
　
弘
子

非
常
食
期
限
の
切
れ
て
冬
ぬ
く
し
　
　
　
　
　
　
仝

聖
樹
に
も
願
掛
け
短
冊
商
店
街
　
　
　
　
　
　
　
仝

ア
ー

メ
ン
澄
む
ボ
ー

イ
ソ
プ
ラ
ノ
ア
ド
バ
ン
ト
　
眞
希
子

狼
に
螢
が
一
つ
付
い
て
い
た

酒
止
め
よ
う
か
ど
の
本
能
と
遊
ぼ
う
か

麒
麟
の
脚
の
ご
と
き
恵
み
よ
夏
の
人

梅
咲
い
て
庭
中
に
青
鮫
が
来
て
い
る

猪
が
来
て
空
気
を
食
べ
る
春
の
峠

暗
黒
や
関
東
平
野
は
火
事
一
つ

快
癒
し
て
す
み
れ
満
開
の
我
家
か
な
　
　
　
　
　
　
仝

病
床
に
声
色
つ
か
ふ
節
分
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

仁
左
・
玉
三
郎
の
切
符
を
譲
る
二
月
か
な
　
　
　
紀
久
男

来
ぬ
と
決
め
温
め
直
す
お
で
ん
か
な
　
　
　
　
　
　
仝

風
や
み
て
野
焼
日
和
や
村
総
出
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

風
花
の
日
は
東
京
に
空
が
有
る
　
　
　
　
　
　
　
　
恵
洲

　
　
　
|
毎
日
新
聞
兵
庫
文
芸
　
若
林
京
子
選
（

５
週
連
続
）

凡
庸
に
生
き
て
優
遊
大
根
蒔
く
　
　
　
仝
　
（

1
1
/
2
2
）

生
傷
は
力
士
の
矜
持
秋
闌
け
る
　
　
　
仝
　
（

1
1
/
2
9
）

蒼
天
に
ミ
サ
イ
ル
の
影
鵙
猛
る
　
　
　
仝
　
（

1
2
/
6
）

秋
澄
む
や
左
脳
の
さ
え
る
夜
明
け
前
　
仝
　
（
1
2
/
1
3
）

野
の
鳥
の
生
活
を
助
く
刈
田
か
な
　
盛
雄
　
（

1
2
/
2
0
）

　
　
　
　
　
　
た
つ
き

|
「

俳
句
」

三
月
号
名
村
早
智
子
の
秀
逸
。

対
馬
康
子
の
佳
作

冬
服
と
い
ふ
は
釦
の
と
れ
易
し
　
　
　
　
　
　
丹
野
敦
雄

　
　
　
|
「

Ｎ
Ｈ
Ｋ
俳
句
」

　
三
月
号
　
　
　
　
西
村
和
子
選

人
の
上
に
人
を
作
ら
ぬ
お
で
ん
か
な
　
　
　
　
　
　
恵
洲

　
今
井
聖
選
→
「

凧
（

い
か
の
ぼ
り
）

家
族
写
真
の
真
ん
中
に
」

　
　
　
|
Ｎ
Ｈ
Ｋ
俳
句
　
三
月
七
日
放
映
（

Ｅ
テ
レ
）

家
族
写
真
凧
真
ん
中
の
笑
顔
か
な
　
　
　
　
　
　
　
仝

　
　
　
|
「

Ｎ
Ｈ
Ｋ
俳
句
」

　
二
月
号
　
　
　
　
　
今
井
聖
選

年
の
市
亡
妻
偲
び
百
合
根
買
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
規
雄

平
成
三
十
年
二
月
 
句
会
報

ま
し
た
。

 
今
回
は
天
牛
さ
ん
ら
7
名
出
席
。

投
句
1
3
名
。

世
話
役
の
小
生
は
怪
我
に
て
欠
席
。

忠
彦
さ
ん
に
代
わ
っ

て
頂
き

　
関
係
者
近
詠

<

自
選
１
２
句

>

を
紹
介
し
ま
す

。

点
句
の
成
績
で
し
た

緒
で
き
ま
す
こ
と
を
願
う
の
み
で
す
。

　
今
月
に
入
り
万
里
子
先
生
御
体
調
宜
し
く
な
く
選
句
は
叶
い
ま
せ
ん
。

五
月
井
の
頭
公
園
吟
行
に
介
添
付
き
で
ご
一

　
猛
さ
ん
の
披
講
で
開
始
し
御
覧
の
よ
う
に
弘
子
さ
ん
、

恵
洲
さ
ん
、

啓
子
さ
ん
、

け
い
子
さ
ん
、

小
生
の
五
名
が
六

　
金
子
兜
太
（

二
月
二
十
日
九
十
八
歳
で
逝
去
）

の
追
悼
特
集
「

俳
句
あ
る
ふ
ぁ
」

春
号
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　
　
　
　
　
平
成
三
十
年
年
三
月
十
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紀
久
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記

　
昭
和
３
７
年
「

海
程
」

を
創
刊
。

当
時
片
倉
チ
ッ

カ
リ
ン
の
社
長
が
同
人
で
句
会
場
と
し
て
社
長
室
や
会
議
室
を
提

供
し
て
い
た
由
で
す
。
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